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臼後歯の1症例
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　過剰歯は永久歯列に多く認められ，発現頻度と

しては上顎前歯部に最も多く，次いで上顎大臼歯

部に多いとされており，下顎大臼歯部に認められ

る過剰歯はまれである．

　今回，我々は右側下顎第三大臼歯部の遠心側に

認められた過剰歯いわゆる臼後歯の1例を経験し

たので，その写真を供覧する．

患者131歳，女性．

初診日：2001年4月12日．

主訴1右側下顎大臼歯部の自発痛．

既往歴および家族歴：15歳時から貧血のため某病

院にて治療を受けるも，現在経過は良好である．

また，2000年10月マイコプラズマ肺炎のため某病

院に入院し．現在は完治している．

現病歴：2001年4月頃から，右側下顎大臼歯部の

自発痛を認めたため，某歯科医院を受診した．そ

の際に右側下顎第三大臼歯の抜歯を勧められ，本

学を紹介され同年4月12口精査目的のため受診し

写真1：初診時のパノラマX線写真．右側下顎第
　　　＝三大臼歯部遠心側に過剰歯を認め，歯冠

　　　周囲には比較的境界明瞭な透過像を認め
　　　　る．

た．

現症：

口腔外所見：右側顎下リンパ節の腫脹と熱感を認

めた．

口腔内所見：右側下顎大三大臼歯の頬側遠心歯肉

部に発赤と腫脹を認めた．
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画像所見：同年同月，同部の精査のため断層方式

パノラマX線検査を行った（写真：1）．右側下

顎第三大臼歯遠心側に過剰歯と思われる埋伏歯が

認められた．その歯冠周囲においては，大臼歯様

の幼若な歯冠形態を示しており，歯根部において

は未完成な状態を呈していた．また，下顎第三大

臼歯は過剰歯の発育に伴って遠心傾斜したと思わ

れ，それに伴い過剰歯が前下方への移動を示し，

一部においては下顎管を圧迫している所見を認め

た．

　画像所見より，下顎第三大臼歯の遠心側に認め

られた臼後歯と診断した．

　下顎大臼歯遠心側にみられる日後歯の発現頻度

は，Stafnei）によると500例中10例（2．0％），栃

原2）は520例中1例（0．19％），吉原3）らはパノラ

マX線写真上で検索した結果，下顎での発現頻

度は0．04％であると報告しており，まれであるこ

とがわかった．

　過剰歯は倭小歯のことが多いが，稀に近似した

形態をした歯が隣…在していて，どちらが過剰歯な

のか判断に苦しむことがあるので，口腔内診査や

X線検査により，歯数の確認を行うことが大切で

あると思われた．
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